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匿名・流動型犯罪グループの脅威から全ての人を守る取組の推進 

 
１ 事  業  費  ８，２７１（前年度 １，５６２） 

【財源内訳】   【主な使途】 
一般財源 8,271 使用料及び賃借料  5,136(カメラ賃借料等) 

委託料   3,091(アプリ改修費等) 
等  

２  背景・事業目的 
      近年、「匿名・流動型犯罪グループ」(以下「匿流」という。)による空

き巣などの窃盗犯罪や特殊詐欺が多発しており、治安対策上の脅威とな
っている。 

   匿流の犯罪は、被害者が高齢者だけでなく、若年層や外国人にまでわ
たるほか、一層複雑化・巧妙化しているため、これらに的確に対応する。 

      
３ 事 業 概 要 
 
（１）防犯スマートフォンアプリケーション管理費 (2,849 千円) 

     近年、国民の情報収集手段がメールからアプリや SNS へとシフト
していることから、防犯スマートフォンアプリケーションを改修し
て、犯罪情報及び安全情報を配信する。 

 
新（２）捜査用カメラ整備費 (4,740 千円) 

捜査に使用するカメラを整備し、匿流等に係る犯行状況等の証拠
を収集する。 

 
新 (３）多言語コールセンター委託費 (682 千円） 
     近年の訪日外国人数の増加に伴い、日本語に不慣れな外国人から

の 110 番通報が増加しているため、英語、中国語、タガログ語、ベ
トナム語等複数の言語に 24 時間 365 日対応可能な業者へ委託し、三
者間通話を利用して、正確な 110 番受理を行う。 

                            ※三者間通話イメージ図 

 

 
 
 

所 属 生活安全部生活安全総務課 刑事部分析戦略課 地域部通信指令課 

係 名 次席 内線 3011 次席 内線 4911 次席 内線 3611 

（款）９警察費 （項）２警察活動費 （目）(2)刑事警察費 

（明細書事業名）○刑事警察費 生活安全警察強化費、刑事警察強化費 

（款）９警察費 （項）２警察活動費  （目）(3)交通指導取締費 

（明細書事業名）○地域警察費 地域警察強化費 



－警察２－ 

 

 

 
 

交通安全施設の整備 
 

１ 事 業 費  １，９４５，７４４（前年度 １，７７７，２４９） 
【財源内訳】        【主な使途】 
国庫    343,105  工事請負費 1,619,432 
県債    401,100 
一般財源 1,201,539   

 
２ 背景・事業目的 

安全で快適な交通社会の実現に向けて、重要な役割を担う信号機、道
路標識、道路標示等の交通安全施設の整備を推進する。 

 
３ 事 業 概 要 
 
（１）特定交通安全施設整備費 (812,635 千円)  

老朽化した道路標識等の更新や通学路の安全確保対策等の交通安
全施設の整備を行うほか、最適な信号制御や交通情報の提供を行う
システムを更新する。 

    
（２）単独交通安全施設整備費 (1,053,109 千円) 

     信号機の新設（３基）、標識・標示の更新など、交通安全施設の
整備を行うほか、信号機倒壊防止のため、老朽化した信号柱を計画
的に更新する。 
また、交通管制システムのアナログ回線の終了に伴い、他の回線

サービスへ移行する。 
 
新（３）横断歩道等標示塗替整備事業費 (80,000 千円) 

適正な交通規制を維持し、交通事故抑止を図るため、横断歩道な
どの歩行者を保護する上で特に重要な標示を、２か年計画で集中的
に塗り替える。 

 
  

 

  

所 属 交通部交通規制課 

係 名 規制補佐 内線 5182 

（款）９警察費 （項）２警察活動費 （目）(3)交通指導取締費 

（明細書事業名）○交通安全施設整備費 特定交通安全施設整備費、単独交通安全施設整備費 



－警察３－ 

 

 

 
 

 大規模災害対策の推進 
 

１ 事 業 費  １８，７１８（前年度 ０） 
【財源内訳】      【主な使途】 
一般財源 18,718  備品購入費 18,718 

 
２ 背景・事業目的 

激甚化・頻発化する気象災害や発生が懸念される大規模地震への対策
として、被災者の救出救助や災害現場で必要となる装備資機材の整備を
行う。 

 
３ 事 業 概 要 
 
新（１）救助用ゴムボートの更新整備 (10,037 千円)  
     県下に配備されているゴムボートのうち 18 艇について、３か年計

画で更新する。(Ｒ８：６艇更新) 
    
新（２）屋外シャワーキットの整備 (8,681 千円) 
     県内外で大規模な災害が発生した際に派遣される広域緊急援助隊

員などについて、衛生管理及び健康管理を徹底し、災害現場での救
助体制を維持する必要があることから、可搬型水再生処理プラント※

を備えた屋外シャワーキットの整備を行う。 

     

 

 

 

 

  

所 属 警備部警備第二課 

係 名 次席 内線 5711 

（款）９警察費 （項）２警察活動費 （目）(3)交通指導取締費 

（明細書事業名）○地域警察費  地域警察強化費 

※可搬型水再生処理プラント 

 水道がない場所でも排水を高度にろ過・再生し、シャワー等に再利用できる設備 



－警察４－ 

 

 

 
 

 デジタル化による業務合理化の推進 
 

１ 事  業  費  １２６，９４１（前年度 ０） 
【財源内訳】     【主な使途】 

          一般財源 126,941  需用費   65,835（液晶タブレット) 
                   備品購入費 33,169（スキャナ等購入費） 

委託料   23,706（システム等導入費） 
使用料及び賃借料  3,501（ライセンス料） 

                      役務費      730（インターネット通信回線料） 
２  背景・事業目的 
      刑事手続等にデジタル技術を取り入れることにより、業務の合理化及

び効率化を図る。 
      
３ 事 業 概 要 
 
新（１）刑事手続 IT 化システム整備 (94,401 千円) 

令和７年５月 23 日に公布された「情報通信技術の進展等に対応
するための刑事訴訟法等の一部を改正する法律」により、警察と検
察庁及び裁判所がオンラインで接続され、電子データ化した刑事書
類を送受する刑事手続の IT 化が始まるため、必要な液晶タブレッ
ト及びスキャナを整備する。 

     
新（２）外部ネットワーク利用環境の整備 (32,540 千円) 
     警察業務におけるインターネット利用及び外部との電子メールの

ニーズが増加している一方で、それらを利用できる端末の台数が限
られていることから、個々の職員が使用する業務用パソコンで外部
インターネット等を利用できる環境を整備する。 

     
 

所 属 刑事部刑事総務課 総務室情報技術企画課 

係 名 次席 内線 4011 次席 内線 2411 

（款）９警察費 （項）２警察活動費 （目）(2)刑事警察費 

（明細書事業名）○刑事警察費 刑事警察強化費 

（款）９警察費 （項）１警察管理費  （目）(2)警察本部費 

（明細書事業名）○警察本部費 情報管理システム推進費 



－警察５－ 

 

 

 
 

大垣・多治見警察署庁舎及び交番・駐在所の改築 
 

１ 事  業  費  １，９２８，４７６（前年度 １，０６２，４０５） 
【財源内訳】       【主な使途】 

             国庫    280,621    工事請負費 1,766,876(庁舎建設等) 
           県債   1,277,200    委託料      136,410(工事監理等) 
           一般財源  370,655    使用料       14,097(仮庁舎使用料等)                 

 
２  背景・事業目的 
      西濃・東濃地域の基幹的な防災拠点として位置付けている大垣・多治

見警察署の現地建替えを進め、防災機能強化を図るほか、被害者から事
情聴取を行う相談室の設置をはじめとした被害者支援策の強化、来庁者
駐車場の拡充など、地域住民の利便性の向上を図る。  

また、相談室が未整備であるなど、機能が不足している交番及び駐在
所の改築等を順次実施する。 

 
３ 事 業 概 要 
 
（１） 警察署庁舎建設費 (1,685,357 千円) 

・ 大垣警察署新庁舎建設に向けた建築工事等を実施する。 
・ 多治見警察署新庁舎建設に伴う車庫棟建築工事等を実施する。 

 
（２） 交番等建設費 (243,119 千円) 
    相談室の設置、バリアフリーへの対応のほか、特に交番においては

女性用仮眠室の設置など女性警察官の勤務環境に配慮した改築整備や、
再編整備等により廃止となった施設の解体工事を実施する。 
（改築工事）・平田交番  （昭和 49 年度建築、海津警察署管内） 
（設計のみ）・（仮称）高山北部交番（令和 ９年度新築、高山警察署管内） 
      ・白鳥交番   (平成 19 年度建築、郡上警察署管内) 
      ・明宝駐在所  (昭和 63 年度建築、郡上警察署管内) 

   （解体等） ・池田駐在所 （昭和 54 年度建築、多治見警察署管内） 
         ・小熊駐在所 （平成 ６年度建築、岐阜羽島警察署管内） 
         ・上多度駐在所（平成 ３年度建築、養老警察署管内） 
         ・墨俣駐在所 （昭和 49 年度建築、大垣警察署管内） 
         ・西和良駐在所（平成 元年度建築、郡上警察署管内） 
         ・下米田駐在所（平成 ７年度建築、加茂警察署管内） 
         ・笠置駐在所 （平成 ４年度建築、恵那警察署管内） 
         ・署長公舎  （昭和 52 年度建築、各務原警察署管内） 
         ・副署長公舎 （昭和 54 年度建築、各務原警察署管内） 
         ・副署長公舎 （昭和 46 年度建築、多治見警察署管内） 
 

所 属 総務室装備施設課 

係 名 次席 内線 2264 

（款）９警察費 （項）１警察管理費 （目）(4)警察施設費 

（明細書事業名）○警察施設費 警察署庁舎建設費、交番等建設費 


